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Ｆｉｅｃｈｔｅｒ氏、Ｖａｎｉｋｋｕｌ氏からのご報告

◇これまでの評価

－東アジアの金融セクターは以前よりはるかに健全

－タイでは広範な制度改革措置の実施等により銀行部門などの経済指標

も大きく改善

◇懸念

－景気循環や経済の悪化が銀行部門の資産の劣化や収益の低迷等の問題
をもたらす可能性

◇今後の課題

－複雑化している金融セクター

－過剰なリスクテイクとリスクプレミアムの低下を引き起こす市場のサイクル
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金融危機回避のための努力

銀行部門
・強固な資本基盤
・リスク管理を含むマ

ネージメントの
高度化

規制の枠組み
・リスクに基づく資本規制等
（Ｂａｓｅｌ ＩＩ）

• リスクに対する認識
• 監督体制の強化

金融市場/企業行動
・流動性リスクおよびバランスシート・
リスクの回避

・効果的なコーポレートガバナンスと
破たん処理の仕組み

・透明性の向上

マクロ経済政策
・健全かつ安定的な財政金融
政策

・適切な為替レート制度の選択
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効果的な金融危機対応策

市場の安定性を維持するための迅速な行動

市場と投資家の信頼を回復するための一貫した政策パッケージ

経済にとってのコストを最小化する政策ステップの選択

・・・ 各国の経験から得られる教訓、具体的な政策対応の鍵は？

◇ 効果的な金融監督のために示唆される課題の例；

・ リスクベースの規制指標と景気循環の関係

・ 多様性の確保を可能にする裁量のあり方

・ マクロファイナンス分析の視点


